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彗星の成分の多くは氷であると言われているため、彗星が大気に突入する際には氷の塊が極超音速飛行している

こととなる。このため氷を供試体模型とした極超音速風洞試験を行い、彗星の大気突入を模擬する実験を行った。

極超音速風洞中においては実際の大気突入に対してその程度は異なるものの、彗星が空気から受ける力や加熱を模

擬することが可能である。試験条件は表１に示されている。図１は試験した氷の模型の気流中での連続写真である。

初期は図１①のように直径が 30mm の球状の氷塊であり、内部のボルトを通してアタッチメントに固定されている。

各写真の下に示されている時間は氷が極超音速気流に投入されてからの時間であり、その間、迎え角は 0 度で固定

している。図１から気流によって加熱および衝撃圧を受けることで、氷が融けて変形していることがわかる。この

様子をシュリーレン写真とともにも模式的に示したものが、図２である。模型前方のよどみ点付近においては空気

が高温となり、氷が融解する。水となった氷は空気の流れのため下流側に流されるが、下流では空気が膨張して温

度が下がっているため、水は再び固化して氷となる。このように水が下流に流れる様子は試験後に正面から撮影し

た写真（図 1 右）からも観察できる。また固化して氷となった結果、図 1 中に示されるように「つの」のようなも

のが生成したものと理解できる。 

 

 
Figure 1  Behavior of ice in a hypersonic flow 

 
Table 1  Flow condition 

気流マッハ数 7.0 
よどみ点圧力 952 kPa 
よどみ点温度 684 K 
レイノルズ数 * 6.8x105

衝撃圧力 14.2 kPa 
よどみ点加熱率 ** 0.11 MW/m2 Figure 2  Schematic of ice in a hypersonic 

* 氷の初期直径基準 
**推算式：M.E. Tauber and J.V.Bpwles, J.Spacecraft, 27:514-521 (1990) 
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